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✔ 宇宙！！

✔ 真空，プラズマ，高耐熱材料，セラミックス

✔ 地上プラズマプロセス機器と相似した技術

● 人工衛星・探査機の推進装置

● イオンビームエッチング装置

● スパッタ蒸着装置

図3 ホールスラスタの作動原理
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図2 JAXA, 国内企業と研究中のホール

スラスタの外観と作動の様子5)

図1 宇宙用プラズマ推進機の活躍の場1-4)

表1 ホールスラスタの構成要素と要求

構成要素 材料 要求

放電室
・窒化ホウ素
・アルミナ

 適切な2次電子放出特性を持っ
たセラミックス

 1000℃を超える環境下でも良好
なシール特性を持つ機構

陽極
・黒鉛
・モリブデン

 耐スパッタリング材料
 1000℃以上での低熱膨張率材

陰極

・LaB6

・BaO-W
・タンタル
・黒鉛
・モリブデン
・窒化ボロン

 低仕事関数の熱電子放出源

 数千回の熱サイクルに耐える高
耐熱の導体およびセラミックス

 高耐スパッタリング材料
 1000℃を超える環境下でも良好

なシール特性を持つ機構

磁気回路
・純鉄
・コイル線

 高透磁率，快削性の磁性体材料
 400℃を超える耐熱コイル線

推進剤
・キセノン
・ヨウ素

 宇宙環境下で良好な貯蔵性
 軽量な推進剤タンク

 要求される推進特性に適合する
適切な分子量

ガソリンスタンドのない宇宙空間では，効率良く移動するため
に低燃費の推進装置が必要になります．この推進装置としてプラ
ズマ推進機が注目されています．代表的な実例では小惑星探査機
「はやぶさ」に搭載されたイオンエンジンです．

近年，宇宙空間で発生できる電力が大きくなってきたため，図1
に示すように様々な人工衛星・探査機にプラズマ推進機が使われ
るようになりました．首都大学東京ではこれらの用途に適用でき
るよう，JAXAや国内企業と協力して図2に示すようなホールスラ
スタと呼ばれるプラズマ推進機の研究を実施しています．

図3に示すようにホールスラスタは，推進剤を電場と磁場の相互

作用によりプラズマ化し，電場によって推進剤イオンを高速排気
することにより，推進力を得る装置です．宇宙の過酷な環境（高
真空，高放射線，高頻度熱サイクルなど）でホールスラスタは作
動します．また，直径30cm程度の領域に4~6 kWの電力を投入す

るため，非常に高温になり，イオンによるスパッタ損耗を受けま
す．このため，表1に列挙したような要求が存在し，性能改善に加
え，寿命（1万時間以上）の観点から研究を行っています．


